
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、

原
発
を
も
攻
撃
し
、
そ
れ
に
乗
じ

て
、
安
倍
元
首
相
・
維
新
松
井
代

表
の
核
共
有
政
策
議
論
の
提
起
な

ど
と
ん
で
も
な
い
情
勢
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
３
月
５
日
に
集
会
は
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

「
忘
れ
な
い
フ
ク
シ
マ
・
ま
も
り

た
い
い
の
ち
と
び
わ
湖
」
を
メ
イ

ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
「
原
発
の
な

い
社
会
へ
び
わ
こ
集
会
」
は
１
０

回
目
の
開
催
で
す
。

東
電
福
島
第
１
原
発
事
故
の
直

後
か
ら
、
滋
賀
県
下
、
各
地
で

「
反
原
発
・
脱
原
発
」
を
掲
げ
る

市
民
運
動
グ
ル
ー
プ
が
で
き
ま
し

た
。
隣
県
、
福
井
県
・
若
狭
に
は

１
５
基(

廃
炉
作
業
中
廃
炉
決
定

を
含
む)

も
の
原
発
の
存
在
が
そ

の
大
き
な
要
因
で
し
た
。

個
々
で
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
が

一
堂
に
会
し
て
、
統
一
し
て
集
会

が
持
て
な
い
も
の
か
と
の
相
談
会

の
参
加
者
に
よ
る
実
行
委
員
会
が

「
び
わ
こ
集
会
」
の
主
催
者
と
し

て
、
２
０
１
３
年
３
月
１
０
日
に

開
催
。

そ
れ
を
受
け
継
い
で
２
０
２
２

年
び
わ
こ
集
会
は
、
１
０
年
ぶ
り

の
講
談
家
・
神
田
香
織
さ
ん
の
ト
ー

ク
、
嘉
田
参
議
院
議
員
、
平
尾
米

原
市
長
か
ら
の
連
帯
の
あ
い
さ
つ
。

三
日
月
滋
賀
県
知
事
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
紹
介
な
ど
多
彩
な
内
容
で
し
た
。

井
戸
弁
護
士
よ
り
「
老
朽
・
美

浜
原
発
３
号
機
の
運
転
差
し
止
め

仮
処
分
は
極
め
て
重
要
な
裁
判
で

あ
り
、
放
射
能
安
全
神
話
を
打
ち

破
る
必
要
あ
り
」
な
ど
の
基
調
報

告
が
さ
れ
ま
し
た
。

福
島
か
ら
の
避
難
者
・
佐
藤
さ

ん
よ
り
の
訴
え
が
あ
り
、
集
会
ア
ッ

ピ
ー
ル
採
択
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を

糾
弾
し
、
即
時
撤
兵
を
求
め
、
ア

メ
リ
カ
や
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
が
軍
事

介
入
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
特
別

決
議
を
満
場
の
拍
手
を
も
っ
て
決

定
し
ま
し
た
。

５
０
０
名

の
参
加
者
は
、

湖
岸
の
寒
風

の
中
、
２
時

間
の
集
会
後
、

デ
モ
行
進
を

行
い
ま
し
た
。

美
浜
・
高

浜
の
老
朽
原

発
う
ご
か
す

な
！
美
浜
３

号
の
廃
炉
！
高
浜
・
大
飯
を
た
だ

ち
に
と
め
ろ
！
原
発
汚
染
水
を
海

洋
放
出
す
る
な
！
原
発
ゼ
ロ
法
案

を
成
立
さ
せ
よ
う
！
原
発
被
災
者

の
ふ
る
さ
と
を
返
せ
！
と
、
シ
ュ

３
月
５
日
１
２
時
半
よ
り
、
Ｊ

Ｒ
奈
良
駅
前
広
場
で
３
・
１
１
メ

モ
リ
ア
ル
「
原
発
ゼ
ロ
・
被
災
者

支
援
奈
良
の
つ
ど
い
」
が
天
気
に

も
恵
ま
れ
、
模
擬
店
や
展
示
、
署

名
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
３
５
０
名

の
参
加
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

折
か
ら
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
の
声
を
高
く
あ
げ

な
が
ら
。

（
集
会
呼
び
か
け
人

野
坂

昭
生
）

侵
攻
へ
の
怒
り
が
沸
騰
す
る
中
で

の
集
会
で
し
た
。

開
幕
恒
例
の
和
太
鼓
に
始
ま
り

第
１
部
は
「
う
た
ご
え
コ
ン
サ
ー

ト
」
、
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
元
気

な
歌
声
に
勇
気
を
頂
き
ま
し
た
。

メ
イ
ン
集
会
は
、
堀
田
美
恵
子

共
同
代
表
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
来

3月5日、6名が参加して京都府・八

幡ヒトリデモを行いました。下写真

は樟葉モールでのリレーアピール。



賓
・
脱
原
発
を
め
ざ
す
奈
良
県
議

会
議
員
連
盟
（
太
田
敦
県
議
）
の

紹
介
、
被
災
地
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
紹
介
、
３
・
１
１
犠
牲
者
へ
の

黙
祷
と
続
き
ま
し
た
。

今
回
の
講
演
者
は
吉
田
明
生
さ

ん
（
京
都
脱
原
発
原
告
団
事
務
局

長
）
で
、
①
原
発
の
電
気
は
使
わ

な
い
運
動

②
関
西
電
力
と
い
う

会
社

③
老
朽
原
発
う
ご
か
す
な
！

の
運
動

④
現
在
の
注
目
す
べ
き

原
発
裁
判
に
つ
い
て
、
原
発
運
動

の
重
点
課
題
を
ま
と
め
て
お
話
し

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
再
エ
ネ
重
視
…
と
い
っ
て
も
、

持
続
可
能
性
、
自
然
環
境
保
全
、

地
域
や
市
民
が
主
人
公
と
い
う
視

点
が
大
切
で
、
自
然
環
境
を
無
視

し
、
巨
大
な
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
、
メ

ガ
風
力
で
安
直
に
儲
け
よ
う
と
い

う
事
例
が
増
え
て
い
る
」
と
力
説

さ
れ
、
平
群
や
山
添
村
の
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
問
題
を
抱
え
る
参
加
者
は
大

き
く
頷
い
て
い
ま
し
た
。

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
①
萩
原

ゆ
き
み
さ
ん
（
原
発
賠
償
京
都
訴

訟
原
告
団
共
同
代
表
）
②
八
木
健

彦
さ
ん
（
「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
考

え
る
奈
良
の
会
」
代
表
）
③
楠

正
志
さ
ん
（
一
社
「
市
民
エ
ネ
ル

ギ
ー
生
駒
」
代
表
理
事
）
が
、
そ

れ
ぞ
れ
取
り
組
ま
れ
て
い
る
課
題

を
力
強
く
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
「
３
・
５
原
発
ゼ

ロ
・
被
災
者
支
援
奈
良
の
つ
ど
い

ア
ピ
ー
ル
」
と
「

ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
に
抗
議
し
、

即
時
撤
兵
を
求
め
ま
す
」
の
二
つ

の
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
ま
し
た
。

ア
ピ
ー
ル
は
特
に
「
３
・
１
１
子

ど
も
甲
状
腺
裁
判
」
支
援
と
「
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
暴
挙

糾
弾
、
原
発
施
設
攻
撃
・
占
拠
の

大
惨
事
の
危
険
性
お
よ
び
こ
の
機

に
乗
じ
て
出
て
き
た
日
本
に
お
け

る
『
核
共
有
論
』
へ
の
批
判
」
が

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
集
会
の
締

め
は
松
本
俊
一
共
同
代
表
が
行
い
、

三
条
通
り
な
ど
奈
良
の
中
心
街
を

パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

昨
年
６
月
に
申
立
て
た
仮
処
分
、

新
た
な
裁
判
長
に
な
っ
て
か
ら
２

回
目
と
な
る
第
３
回
目
の
審
尋
が

大
阪
地
裁
で
あ
っ
た
。
審
尋
は
弁

護
団
と
申
立
人
し
か
入
れ
な
い
の

で
、
審
尋
終
了
後
の
記
者
会
見
と

報
告
集
会
に
参
加
し
た
。

「
２
２
年
１
０
月
予
定
の
美
浜
原

発
の
運
転
再
開
を
止
め
る
た
め
に

は
、
こ
の
「
仮
処
分
」
が
一
番
早

く
有
効
な
方
法
で
あ
る
」
と
は
、

（
実
行
委
員
会

溝
川
悠
介
）

井
戸
弁
護
士
の
昨
年
の
勉
強
会
の

時
の
話
。
も
う
時
間
が
な
い
。
だ

が
冒
頭
「
裁
判
長
よ
り
『
三
者
間

の
共
通
認
識
を
持
ち
た
い
』
と
い

う
提
案
が
あ
っ
た
。
そ
の
誠
実
な

姿
勢
を
評
価
し
、
次
回
５
・
２
３
、

次
々
回
７
・
４
の
審
尋
の
日
程
を

決
め
た
」
と
の
報
告
。
今
回
の
我
々

の
主
張
を
整
理
し
て
こ
れ
で
い
い

で
す
か
と
確
認
す
る
な
ど
自
分
で

判
決
を
書
く
と
い
う
決
意
が
伝
わ

り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
期
待
が
持

て
る
と
、
河
合
弁
護
士
。

今
年
２
月
、
原
子
力
規
制

委
員
会
は
地
震
動
審
査
ガ
イ

ド
の
改
正
案
を
了
承
し
た
。

要
す
る
に
こ
の
こ
と
は
「
相

撲
で
土
俵
を
割
っ
て
負
け
た

ら
、
土
俵
を
動
か
し
た
と
い

う
こ
と
。
ル
ー
ル
違
反
も
い

い
と
こ
ろ
で
、
本
末
転
倒
も

甚
だ
し
い
。
」
と
、
怒
り
を

露
わ
に
す
る
河
合
弁
護
士
。
「
原

子
力
の
世
界
で
は
こ
う
い
う
こ
と

は
よ
く
あ
る
。
闇
を
知
っ
て
怒
り

を
多
く
の
人
び
と
と
共
有
す
る
こ

と
が
大
切
。
」
静
か
に
訴
え
る
井

戸
弁
護
士
。
お
二
人
を
筆
頭
に

「
脱
原
発
弁
護
団
全
国
連
絡
会
」

の
存
在
は
心
強
く
闘
う
勇
気
が
貰

え
る
。
み
ん
な
で
が
ん
ば
ろ
う
。

（
脱
原
発
市
民
ウ
ォ
ー
ク
ｉ
ｎ
滋

賀
呼
び
か
け
人

岡
田
啓
子
）

３
月
７
日
、
昼
前
の
心
斎
橋
か

ら
ア
メ
リ
カ
村
を
、
１
２
人
が

参
加
し
て
、
ヒ
ト
リ
デ
モ
。
さ

す
が
に
人
通
り
は
少
な
く
、
ち
ょ
っ

と
残
念
で
し
た
。


